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☆軽トラ市が始まりました！
開催日時：令和８年５月１９日（火）～「毎週：火・土」
　　　　 AM.６：００～６：５０
開催場所：さんさん館駐車場



　日頃よりＪＡの事業活動に対しまして、多大なる御協力と御支援いただきまして誠にあり
がとうございます。組合員の皆様におかれましては、健やかに営農活動に勤しんでおられる
ことと思います。
　この度、４月 10 日に開催された第 96 回通常総会に於いて、役員任期満了に伴う新役員が
選任され、今回の総会をもって勇退された佐野前組合長の後任として私が代表理事組合長の
責務を担うこととなりました。平成 23 年より理事として５期 15 年間、皆様より御指導いた
だいて参りましたが、まだまだ経験が浅く、判断力、行動力において歴代組合長の足元にも
及びませんが、組合員各位、役職員、関係機関の御協力を頂きながらこの重責を全うしてい
く覚悟であります。
　退任された佐野前組合長におかれましては、監事３期、職務代行理事３期、代表理事組合
長として２期、累計８期 24 年の長きにわたり、津別町農業の発展に向け、ＪＡの運営に大
きく貢献されました。心から敬意を表するとともに、その功績を引き継ぎ、津別町農業を更
に発展させるため、役職員一丸となり鋭意努力を積んでいく所存であります。
　農業を取り巻く情勢は、依然として厳しい状況が続いております。農業就業人口の減少、高齢化、生産基盤の縮小、
資材や燃料の高騰、気候変動に伴う異常気象の激甚化、さらには国際情勢による輸入資材依存リスクの顕在化など、
本町農業においても例外ではない課題が山積しております。また、食料自給率の低迷や流通コストの上昇は、日本
の食料安全保障に対して新たな不安を投げかけており、生産現場の維持・発展に向けた確かな支援体制の確立が求
められております。
　営農面では、最近の気候変動リスクの高まりを踏まえた技術指導の強化を図り、高温障害・干ばつ・病虫害など
への対応力を高める必要があります。基盤整備の国営事業がＲ７年で完了し、引き続き新規道営畑総事業の採択に
向けて計画を進めて参りますし、灌漑用水事業を求める声もありますので国や道、津別町をはじめとした行政、各
関係機関、生産者と十分な協議を行い、慎重に進めて参りたいと考えております。また、本年度より通信不感地帯
施設整備事業を取り進める運びとなり、圃場内での通信環境が飛躍的に改善され、スマート農業機器の活用が大幅
に進展し、作業精度の向上、作業時間の短縮、資材投入量の最適化など、生産性向上に直結する効果を期待すると
ころであります。
　第 10 次農業振興計画・中期経営計画においては３年目の実践にあたり、重点施策毎の検証結果に基づいた取り組
みを着実に深化させるため、次なる展開へとつなげる重要な一年となります。力強い農業を目指す上では、近年の
異常気象に対応した土壌環境の整備、労働力不足を補うための津別町農業総合サポート事業の充実、地域計画によ
る農地集積の効率化など関係機関と協力しながら組合員の生産意欲が高まる運営を実施して参ります。
　ＪＡの運営面では、組織力の向上として、職員の能力強化・資格取得支援など安定的かつ質の高い事業運営を支
える人材基盤を確立し、働きやすい職場環境整備、業務のデジタル化による効率化、内部統制やコンプライアンス
強化など、組織の健全性・信頼性を高める取組を積極的に進め、組合員から信頼される組織運営を進めて参ります。
　結びになりますが、国内情勢の変化と政策の方向性を踏まえつつ、地域農業の未来を見据えた持続可能な仕組み
づくりを進め、組合員・地域住民・職員が一体となり、地域に求められ続ける協同組合としての役割を果たすべく、
着実な事業展開を進めて参りますので、組合員皆様の御理解と御協力を賜りますことを御願い申し上げ、就任の挨
拶といたします。

新役員体制
役　　　　　職 氏　　　名

代 表 理 事 組 合 長 安 部 　 仁
職 務 代 行 理 事 竹　原　宏太郎
理事（総 務 常 任 委 員 長） 迫 田 浩 司
理事（経 済 常 任 委 員 長） 鹿　中　徳三郎
理 事 谷 　 智 博
理 事 柏 葉 宏 樹
理事（参 事 ・ 学 識 経 験 者） 中 西 友 幸
理事（金融部長・学識経験者） 久 保 玲 児
代 表 監 事（ 員　　 外 ） 小 野 敏 明
監 事 羽田野　慎　也

第９６回 通常総会開催！
役員任期満了に伴う『安部組合長』就任挨拶!!

～　組合員から信頼される組織運営を進めます　～

代表理事組合長
安　部　　　仁
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　５月 26 日（火）ＪＡ会議室にて、令和８年度組合員交流会代表者会議の第１回実行委員会を営農組合連絡協議会
三役・ＪＡ青年部・女性部・フレッシュミズの代表者が出席し、組合員交流会の在り方について協議しました。
　近年の参加者の固定化・参加率の低さに加えて、小麦の収穫時期が早まっていること等を考慮し、本年度の「組
員交流会」は休止することで意見がまとまり実行委員会として確認しました。来年以降は、組合員の皆様からの意
見等を踏まえ様々な方向性を再検討することしました。

令和８年度『組合員交流会』を休止します！

　第 10 次津別町農業振興計画については、北海道大学 東山寛教授（ＪＡつべつ顧問アドバイザー）の監修により、
若手・中堅の農業者を含めて多数の関係者が熱心な議論を積み重ねて、2024 年度から５ヶ年計画でスタート致しま
した。
　農業振興計画の策定にあっては、組合員の各組織の代表者・町や農業改良普及センター・ＪＡ職員による策定委
員会において第９次農業振興計画の成果と反省を軸に議論を重ね策定しました。
　目標達成年度は、５年後の 2028 年度（2024 年～ 2028 年）を目標に今年３年目を迎えましたが、組合員・関係
機関等との連携を図り取組んでいます。
　○第 10 次津別町農業振興計画の基本目標
　　・重点施策Ⅰ .　　農業所得の増大と持続可能な農業生産の確保
　　　①みどりの食料システムと調和のとれた力強い農業の推進
　　　②津別町農業総合サポート事業の推進（ＭＲ構想）
　　　③デジタル化の事業推進
　　　④鳥獣害被害防止対策の強化
　　・重点施策Ⅱ .　　担い手の確保と次世代の多様な価値観に適応した経営
　　　①担い手の育成と確保に向けた取組
　　　②魅力ある選ばれるＪＡと次世代の多様な価値観への対応
　　・重点施策Ⅲ .　　食料・農業・環境に関する地域住民理解の醸成
　　　①農業生産活動を通じた地域住民との調和を目指した関係づくり
　　　②地域における生産基盤の安定
　
　第９次農業振興計画では、営農支援センター構想（ＭＲ）を中心に、コントラクター事業による受託作業の拡大、
労働力確保、個人所有農機を活用したシェアリングエコノミー実現を掲げると共に、新規担い手の確保（新規参入者・
第３者継承）、スマート農業の推進などに取組み、補助事業等の活用により一定の成果をあげることが出来ましたが、
期間内に達成できなかったものも少なくありませんでした。また、計画期間中には、全世界的な新型コロナウイル
スによるパンデミックやロシアによるウクライナへの武力侵攻が未だに続く中、私たちの生活、経済活動に大きな
影響をあたえました。
　情勢的にはいまだ好転していない部分もありますが、策定委員会での議論を経て推進委員会において審議した第
10 次農業振興計画により、次の５年間で私たちが目指す目標達成に向けて総括会議を開催し取り進めていますので
再確認をお願いします。
　５月 25 日ＪＡつべつ会議室にて、津別町農業振興計画推進委員会が上記重点施策ⅠⅡⅢ毎の担当者 25 名の出席
のもと第１回重点施策班会議が開催されました。
　農業振興計画も３年目を迎える事から本日の会議意見を踏まえて、各座長は今後の方向性や各部門毎の会議の開
催の在り方について協議し進めることを確認しました。

第１０次津別町農業振興計画（2024年度～2028年度）
強い農業と豊かな魅力ある農業をめざして！

津別町農業振興計画策定委員会　第１回 重点施策班会議を開催する！

▲座長：池田健太氏 ▲座長：鈴木健二氏▲座長：仲田幸司氏
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　５月 21 日小雨降る肌寒い中、網走農業改良普及センター美幌支所  中坂専門普及員を講師に迎え、①達美地区（き
たほなみ：㈱たつみ様圃場）②大昭地区（ゆめちから：迫田浩司様圃場）③高台地区（春よ恋：後藤拓哉様圃場）
の３ヵ所にて、延べ生産者 57 名・普及センター２名・ＪＡ職員７名の合計 66 名の参加のもと第２回小麦青空講習
会を開催しました。
　講習内容は、秋まき小麦の止葉期以降の技術対策及び春まき小麦の高品質安定生産を目指してと題して、農業改
良普及センターより止葉期以降の追肥のタイミングや植物成長調整剤の使用方法、止葉期以降の病害虫防除体系、
赤さび病適期防除の説明を受けました。

令和８年度 第２回小麦青空講習会を開催！

▲普及センター▲後藤様圃場▲迫田様圃場▲たつみ様圃場

　スマート農業技術に係る令和８年度各種実証事業の内容について、ＪＡ営農課よりお知らせします。
①気象センサのスマホ・ＰＣでの表示方法が変更となっています。
②気象センサの蓄積データ（有効積算温度等）と遠征を利用し、生育予測等を行っています。
③スマートリンク様と連携し、ドローンによるセンシング画像から作成した「有機物マップ」「土壌水分マップ」「標

高断彩図」の分析と農薬・ＥＦポリマーの散布を実施しています。
④現在の気象センサとの比較で Dacom 社（オランダ）の気象センサを岩富地区に設置し、玉ねぎの病害虫予察を

実施しています。
⑤北見工大（理化学研究所）と連携により、酷暑対策として、パワーコール（エタノール）の散布を玉ねぎで実

施しています。
⑥同じく、酷暑対策として、ニッテンと液肥ＧＢの散布を玉ねぎで実施しています。
⑦２年目の事業として、北海道大学、北見工業大学と連携し、大規模生産圃場に向けたカボチャ機械収穫に適し

た品種の選定及びカボチャＡＩ収穫ロボットの開発を実施し、本年産のカボチャで実際に畑に機械を入れて集
荷を行います。

⑧同じく、２年目の事業として、津別町他と連携し、スマート捕獲等普及加速化事業を実施し、シカを中心とし
た追い払いの効果を確認します。

※津別町スマート農業研究会（金一善紀会長）では、本年度、ＪＡと連携し実証事業を計画し進めています。

スマート農業技術に係る研究開発!!
令和８年度 各種実証事業内容のお知らせ！
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ＪＡへの就職希望者１００%就職 （令和７年度実績）

令和９年度入学生第１回募集
●定員40名　●男女共学　●１カ年　●寮完備（個室）　●通学制

●受験資格：概ね満27歳未満（令和８年４月１日現在）
　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試 験 日：９月19日（土）　●願書受付：７月13日（月）～８月31日（月）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

一般財団法人 北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417 Ｊ Ａ カ レ ッ ジ

ＪＡグループ職員養成校

ＪＡカレッジ

融資相談 クミカン
河端職員

貯金窓口
相馬職員

ＯＴＭ窓口
伊原主事補

共済窓口
田中主事補 共済相談窓口

後藤
係長

石澤
職員

本間課長

迫田
主事補

久保金融部長

最上
係長

松田
主事補

相談室
カウンター

カ
ウ
ン
タ
ー

山本
嘱託
藤原
職員

吉田
主事補
瀬尾
嘱託

太田（希）
主事補
安坂
主事補

溝口
係長

成田
課長

太田（和）
係長

大川
主事補

相馬
嘱託

佐藤、澤田、名和
中村、木内 中野、植田、遠藤

青柳
野原（現場主任）
佐藤（幸）、佐藤（研）
白木、遠藤、門脇
十河

最上（望）
主事補

宮本
主事補

岩川
課長

溝口
嘱託

カウンターカウンター カウンター

伊藤（裕）
職員

林
主事補

有岡（敏）
嘱託

岩崎
嘱託

伊藤（尚）
調査役

青山
主事補

平田
係長

坂田
課長

青柳
職員

高野
主事補

伏見
職員
井上
主事

四栗
主事

太田（智）
係長

後藤（全）
課長

金内
主事

有岡
嘱託

蓮井
主事

古田
主事

内田
主事

中川（剛）
課長

安部組合長 中西参事 長岐
総務部長

中川
経済部長

■施設コントラ（スケール棟）

■活汲事業所

■金融共済事務所

■１Ｆ　事務所

■スタンド

■ＴＭＲセンター
■㈲だいち

■堆肥センター

【営 農 課】 【農 産 課】 【畜 産 課】

【監 査 室】　　【管 理 課】

【金融共済課】

【生産資材課】

Ｊ
Ａ

職

員

配

置

図

◆私たちが担当職員です。
　気軽に声をかけて下さい。
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　５月 19 日（火）午前６時から、さんさん館前広場にて令和８年度の軽トラ市が始まりました。
　初日は５月下旬とはいえ多少の寒さはありましたが、天候に恵まれ初日の軽トラ市では、「野菜・花」の苗を中心
に販売がされ、傍らでは、朝のラジオ体操が実施される中、約 20 人程の来場者がありました。
　軽トラ市は、毎週火曜日と土曜日の週２回、午前６時から７時まで旬の野菜などを用意し、10 月上旬まで開催す
る予定です。

令和８年度「軽トラ市」が始まりました!!

　農作業中のヒグマへの一層の注意を喚起して下さい
ます様、よろしくお願いします。
■農作業を行う際に注意すべき事項
　・作業中にクマよけ鈴又は笛、ラジオなど音の出る

ものを携帯するなど、自分の存在をアピールする
こと。

　・クマ類の出没情報に留意し、クマ類の行動が活発
になる早朝、夕方の作業時には、周囲に気を付け
ること。

　・森林、斜面林などのそばの農地は、クマ類の出没
ルートとなりやすいので特に注意し、周囲の灌木
の刈払いなどを行うこと。

　・頻繁にクマ類が出没する地域においては、できる
だけ単独での作業は避けること。

鹿・熊・カラス・ハト
『日の出から日没まで対応します。』
●畑に出てきた鹿や熊、連絡いただければ即時銃猟対応いたします。
●牛舎周りキツネ・タヌキの相談受けます。
●対応処理は全て無料です。
　連絡先　猟友会津別支部会員
　　　　　建石　博　090-9512-8965
　※建石が対応できない場合、猟友会会員が対応します。
　Google Maps 位置情報により鹿・熊の出没している畑を
　お知らせ下さい。

『クマ』出没ご注意下さい!!
～　鹿や熊の即時銃猟対応致します　～

建石博 QRコード

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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６月中旬～７月中旬までの営農技術
畑　作　物

【小　　麦】
　赤かび病の防除時期になりました。開花期から開花盛期が感染に好適な時期で、湿度が高いと多発し
やすい病害です。薬剤は、赤かび病の防除を最優先とし、うどんこ病、赤さび病防除の要否も併せて考
え選択して下さい。１回目の防除を開花始に確実に行うために、生育や気象状況に注意しタイミングを
逸しないように散布することが重要です。
　薬剤散布は、秋まき小麦で２回、春まき小麦「春よ恋」で３回、７日間隔での散布を基本とします。
春まき小麦では、は種時期が遅くなった圃場では赤かび病の発生が多くなり、ＤＯＮ汚染の危険性が高
くなるので防除を徹底して下さい。出穂がばらついた場合や、降雨などにより散布が遅れそうな場合は、
１回目と２回目の散布間隔を短くする必要があります。
　M.ニバーレによる赤かび病と葉枯症状の発生が問題となる場合は、開花始とその７日後にM.ニバーレ
に対して効果の高い薬剤を散布して下さい（平成29年指導参考事項）。

【赤かび病と葉枯症状に対する防除の基本的な考え方】
散　布　時　期

考　え　方
開　花　始 開花始から7日後

M.ニバーレによる
減収リスクの高い
地域

DON濃度低減と
M.ニバーレの両方
に効果の高い薬剤

DON濃度低減と
M.ニバーレの両方
に効果の高い薬剤

・DON 濃度低減
・M.ニバーレに対す

る防除効果の向上
・葉枯症状抑制対策
※開花始の薬剤選択に

よっては止葉期に赤
さび病に対して持続
性の高い薬剤を散布
する

※DON濃度低減とM.ニバーレの両方に効果の高い薬剤
　プライア水和剤、バラライカ水和剤、プロラインフロアブル、ミラビスフロアブル
　ベフランを含む薬剤は登録失効のため在庫があっても使用することはできません
※バラライカ水和剤、オーソサイド水和剤、シルバキュアフロアブル、リベロ水和剤、プロライン

フロアブル、チルト乳剤を使用していれば穂はきれいに仕上がります（黒変病に登録有）。

【ばれいしょ】
　疫病の発生する時期になってきます。病原菌の活動には気温と降水量が大きく影響してきます。10℃
を越えると活動は始まり、18～20℃が最適温度となります。さらに降雨により多湿になると急速なま
ん延となります。北海道病害虫防除所のHPばれいしょ疫病初発予測システム「ＦＬＡＢＳ」の美幌町
のデータを参考に、圃場を良く観察し初発を確認したら直ちに防除を開始して下さい。耐性菌の出現し
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ている薬剤があることから系統の異なる薬剤によるローテーション散布を行って下さい。
　軟腐病は薬剤による予防防除が基本となります。オキソリニック酸剤やストレプトマイシン剤では感
受性の低下や耐性菌が出現している地域があるので注意して下さい。

【豆　　類】
　降雨後に土壌が固結しやすい圃場では中耕を重点的に行って下さい。豆類の根は空気（窒素）を必要
としています。根粒菌の活性を高めるためにも中耕は重要な技術です。ただし、中耕は着蕾までに終わ
らせて下さい。着蕾以降の中耕は断根が多くなり、落花や落莢の原因となります。

【てんさい】
　最終の中耕作業は茎葉を傷めないように畦間が覆われる前に終えるようにして下さい。
　褐斑病は7月～８月にかけて高温多湿になると発生します。ＱｏＩ剤は広範囲に耐性菌が確認されて
いるので使用は避けて下さい。また、ＤＭＩ剤、カスガマイシン剤に対する耐性菌も広く発生していま
す。薬剤防除に当たってはマンゼブ剤や銅剤を基幹として初発直前までに散布を開始して下さい。

【たまねぎ】
　白斑葉枯病やネギアザミウマの重点防除時期を迎えます。生育期や病害虫の発生状況に応じた適切な
管理を行って下さい。
　過去にべと病の発生がみられた圃場は、必ず薬剤の茎葉散布を実施して下さい。通常の移植栽培では、
６月３半旬（本病感染前）にグリーンペンコゼブ水和剤またはリドミルゴールドＭＺの散布を行い、発
生が確認された場合は、速やかに追加防除を行う必要があります。
　ネギアザミウマは多照・少雨で増殖および活動が活発となります。7月以降に被害が大きくなる恐れ
があるため、農薬散布はほぼ全ての株に軽微な食害が認められたら防除を開始して下さい。上記食害が
認められない場合は7月10日から薬剤防除を開始し、7～10日間隔で7月20日以降に薬剤を散布したら、
それをアザミウマの最終防除とします。（平成20年北海道指導参考）なお、ピレスロイド系剤抵抗性の
アザミウマの発生が広く確認されていることからピレスロイド系剤の連用、多用は避け、使用後は防除
効果を確認して下さい。

実施日：令和８年７月６日 ( 月 )・７日 ( 火 )
組合員と直接情報交換と意見・要望等を確認し、JA 事業への反映を目的に役職員が戸別に訪問させて頂きます。

『組合員戸別訪問』を実施します！

各作物とも防除の重点時期になりますが、

周辺ほ場への農薬のドリフトには十分注意して

実施して下さい。
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①
令
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８
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４
月
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状
況
に
つ
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て

　

②
組
合
員
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動
状
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に
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て

　

③
令
和
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度
「
Ｊ
Ａ
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に
つ
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て

　

④
令
和
８
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度
「
体
制
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備
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」
に
つ
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て

　

⑤
固
定
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取
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に
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て

　

⑥
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合
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状
況
に
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て
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付
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案
第
１
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和
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ク
ロ
ー
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誌
の
開
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に
つ
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て

　

議
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２
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夏
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当
の
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に
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い
て
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３
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結
に
つ
い
て

　

議
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第
４
号　

令
和
８
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
正
に

つ
い
て

　

議
案
第
５
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利
益
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に
つ
い
て

　

議
案
第
６
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方
公
共
団
体
（
津
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町
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へ
の
融
資
に
つ
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案
第
７
号　

規
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（
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表
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む
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の
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て
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事
項

　

①
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に
つ
い
て

　

②
組
合
員
交
流
会
の
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施
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第
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回
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告

令
和
８
年
５
月
27
日

開
催
日

■令和８年度 外郭団体事務委託一覧表
NO 所　属 団体名 代表者 受託会計担当者

（組織事務局担当者） 受託会計管理者

1 管 理 課 営 農 組 合 連 絡 会 議 堂籐　　勲 ― 岩川　知樹

2 金 融 共 済 課 津 別 町 農 協 年 金 友 の 会 山田　照夫 石澤　崚生 本間　　渉

3 金 融 共 済 課 共 済 代 理 店 連 絡 協 議 会 冨田　尚幸 石澤　崚生 本間　　渉

4 農 産 課 津 別 町 麦 作 協 議 会 安部　　仁 太田　智也 後藤　　全

5 農 産 課 津 別 町 小 麦 振 興 会 石川　　剛 太田　智也 後藤　　全

6 農 産 課 津 別 町 種 子 小 麦 生 産 組 合 千葉　佑太 太田　智也 後藤　　全

7 農 産 課 津 別 町 甜 菜 振 興 会 山辺　一記 井上　一樹 後藤　　全

8 農 産 課 津 別 町 大 豆 生 産 組 合 藤原　広伸 井上　一樹 後藤　　全

9 農 産 課 津 別 町 馬 鈴 薯 振 興 協 議 会 柏木　　守 髙野稜一郎 後藤　　全

10 農 産 課 津 別 町 馬 鈴 薯 振 興 会 松田　耕治 髙野稜一郎 後藤　　全

11 農 産 課 カ ル ビ ー 馬 鈴 薯 生 産 組 合 柏木　　守 髙野稜一郎 後藤　　全

12 農 産 課 津 別 町 種 子 馬 鈴 薯 耕 作 組 合 青山　秀樹 髙野稜一郎 後藤　　全

13 農 産 課 津 別 町 玉 葱 振 興 会 細川　直佑 四栗　敬悟 後藤　　全

14 農 産 課 津 別 町 玉 葱 振 興 会 青 年 部 池田　健太 伏見　侑晟 後藤　　全

15 農 産 課 津別町特別栽培農産物推進協議会 丸尾　裕司 四栗　敬悟 後藤　　全

16 畜 産 課 津 別 町 酪 農 振 興 会 柏葉　宏樹 古田　智光 中川　剛志

17 畜 産 課 津 別 町 酪 農 ヘ ル パ ー 組 合 柏葉　宏樹 古田　智光 中川　剛志

18 畜 産 課 津 別 町 肉 牛 振 興 会 迫田　　隆 内田　徳久 中川　剛志

19 畜 産 課 津 別 町 有 機 酪 農 研 究 会 石川　賢一 蓮井　聖矢 中川　剛志

20 畜 産 課 BMT 抗 菌 自 主 検 査 運 営 委 員 会 柏葉　宏樹 古田　智光 中川　剛志

21 営 農 課 津 別 町 農 協 女 性 部 石川あけみ 伊藤　尚美 坂田　哲也

22 営 農 課 津 別 町 農 協 フ レ ッ シ ュ・ ミ ズ 幾島　美幸 伊藤　尚美 坂田　哲也

23 営 農 課 津 別 町 農 協 青 年 部 西原浩一郎 林　　晃子 坂田　哲也

24 営 農 課 津別町農業新規参入者受入協議会 小林　正弘 平田　佳奈 坂田　哲也

25 営 農 課 新 規 参 入 者 就 農 推 進 委 員 会 安部　　仁 平田　佳奈 坂田　哲也

26 営 農 課 津 別 町 農 業 法 人 会 羽田野慎也 林　　晃子 坂田　哲也

27 農産・畜産課 津 別 町 有 機 農 業 推 進 協 議 会 石川　　剛 後藤　　全 中川　寿幸

28 営 農 課 津 別 町 ス マ ー ト 農 業 研 究 会 金一　善紀 青山　龍人 坂田　哲也
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第１回　パークゴルフ大会
開 催 日：令和８年５月14日（木）
開催場所：豊永　さくら・いちいコース

優　勝：三島　宏章（102）　　５　位：長尾　隆行（107）
準優勝：鹿中　順一（105）　　６　位：阿部　八郎（108）
３　位：幅口　　功（106）　　７　位：杉渕　誠一（109）
４　位：土屋　　昇（107）

優　勝：斉藤　清子（112）　　５　位：赤池　奎子（122）
準優勝：佐藤　朝代（115）　　６　位：細川　芳子（122）
３　位：新山　和子（117）　　７　位：佐野　信子（123）
４　位：佐藤さより（121）

●ホールインワン賞（該当者無し）

第２回　囲　碁　大　会
開 催 日：令和８年５月13日（水）
開催場所：ＪＡつべつ　２階和室
参 加 者：４名

優　勝　三島　宏章　五段格【３勝０負】
準優勝　金田　義見　五　級【２勝１負】
３　位　竹内　武二　四　級【１勝１負】

男
性
の
部

女
性
の
部

　５月 19 日（火）ＪＡ研修室において、北農健保組合保健師さんによる令和８年度遠隔健康相談が実施され、職員
９名が面談致しました。
　当ＪＡでは、平成 30 年に健康づくりに積極的な事業所を目指し、職場全体で健康管理に取組む事業所として「健
康企業宣言」を宣言し、健保組合北海道連合会に登録されました。
　「健康経営優良法人」とは、経済産業省と日本健康会議が特に優良な健康経営を行っている法人を顕彰する制度で
あり、2026 年中小規模法人部門として３年連続で認定されました。
　今後とも、健康相談等を通じて「健康経営」を営むＪＡとして「職員の健康」を重視し、健康管理に取組んで参り
ます。

北農健保組合保健師さんによる「遠隔健康相談」を実施！
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表紙 染谷将太さん
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手手
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のの
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特特  集集  

6月15日 月 津別神社春季例大祭・企画会議 7月 1日 水 種子馬鈴薯２期防疫検査

16日 火
2日 木

経営会議

17日 水 大地と海をつなぐ植樹 カルビーフィールドデー

18日 木
四半期監査（～20日） 3日 金 スマート農業研究会視察研修

年金友の会パークゴルフ大会 4日 土 夏祭り（千人踊り）

19日 金 5日 日 夏祭り

20日 土 6日 月 組合員全戸別訪問（～７日）

21日 日 7日 火

22日 月 8日 水

23日 火 9日 木

24日 水 10日 金 年金友の会ゲートボール大会

25日 木

総務常任委員会 11日 土

津別町農業法人会視察研修（～26日） 12日 日

津別高校インターシップ（～26日） 13日 月 企画会議

26日 金 14日 火

27日 土 15日 水 年金友の会囲碁大会

28日 日 16日 木

29日 月
理事会・だいちとうみの会総会 17日 金 理事会

ＪＡ女性部道内視察研修（～30日） 18日 土

30日 火 19日 日
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